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1. 乱流をなす円管内の流水において壁面から y = 0.22R 点の速度は平均速度に等しい。いま

d = 600mm, e = 3mm 管の平均速度を 1.5m/s とすれば管中心の速度はいくらか。ただし、

ν = 0.01cm2/s,Rは管半径とする。

2.図 1に示す水槽の水深が 1m、管摩擦係数 0.02管入口損失 0.5として管内平均速度を求めよ。

ただし、管内は乱流とする。

3. 図２に示すような管路でポンプの吐出量を 0.2m3/sとすればポンプの出力はいくらになるか。

またエネルギー線を画け。

4.図３に示す３水槽で間間間にそれぞれベルヌーイの式を適応して H’ を三つの式で表せ。ただ

し損失は管摩擦損失のみとする。
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